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「新しい友達」「交流」「協力」が出来たかの項目に対し「とても思う」「思

う」の肯定的評価が 9 割を超え、狙いを十分達成する事業となった。 
■参加者アンケートから 

・みんなと協力して上手にできた。 ・ちょっと失敗したけど皆と協力したから美味しかった。 

・みんなと息を合わせて助け合えた。  ・仲間と応援し合ってたくさん楽しめた。 
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新たな友達との人間関係づくりの機会を提供 

ネイパルであそぼう 
 

１ 事業のねらい 

創作活動やニュースポーツなど、様々な

体験活動を楽しい雰囲気で行うとともに、

施設における集団宿泊体験を通して、新た

な友達との人間関係づくりの機会を提供す

る。 

２ 事業の概要 

■期日  R7.４.５(土)～６(日) １泊２日 

■対象  小学４～６年生 

■人数  49 名（53 名応募） 

■場所  ネイパル森 

４ ねらいを達成するための活動の工夫 

■幅広い交流を促す場面の設定と活動プログラムの選定 

  ・活動時間と生活時間の班編成を変えることにより、より幅広い参加 

者と交流できるように配慮した。 

・班の中で話し合いや意見を交換しながら取り組む活動を多く組み込む 

など、楽しみながら自然に交流が生まれる機会を提供した。 

■役割分担による積極的な参加と共同作業による達成感 

・活動４では、役割を分担することで、班全員の活動への積極的な参加を 

促し、協力し合って完成させる達成感を全員で共有できるようにした。 
謎を解きながら楽しく交流 

バウムクーヘンづくりに挑戦 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 
●活動と生活時間の班編成を変えたことで、より多く参加者の交流

を促すことができ、また新たな友達を作り交流することの楽しさ

を感じる機会とすることができた。 

●バウムクーヘンづくりでは、役割を分担して協力し合いながら完

成を目指すことで、全員が積極的に作業に参加でき、班の全員で

完成した達成感を共有する機会とすることができた。 

〇活動の難易度や学年による作業スピードの違いを考慮し、より余

裕をもった時間の設定と配分の検討が必要である。 

 

・幅広い交流を促すための場面設定

とアクティビティ選定。 

・共同作業による達成感を共有する

ためのしかけ 

企画のポイント 

ネイパル森 


